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（ 市 の 人口 ）

男13, 023 人　女14, 759 人　 計27, 782人

世 帯 数7, 528　( 47, 12, 1 現 在 ）

１月 １日

今 月 の 納 税

市民税　４期分

忘れずに
納めましよう

新春の食卓をかざる

ブ リ・タ イ
青海島紫津浦の仙崎漁協養殖場から出荷するブリの網引きが

暮れの２１日行なわれ、京阪神・北九州方面に向け、ブリ３千

・タイ１万・ハマチ５万匹などが出荷され、海の汚染を知らな

い 新 鮮 な 日 本 海 の 魚 が 新 春 の 食 卓 をか ざ つ た こ とで しょ う ．



青 い 海 緑 と 太 陽 の 街 長 門 市

長門市長 高 橋 武 雄
昭和43年の年頭にあたり、市民各位の健康

とご多幸を祈つて新春のお祝詞を申しあげ
ま す、

私も市長就任以来、７年目の新年を迎えラッ

キー７（セブン）の年として、英知と実行力
をもって市政と取り組む決意を新たにしております．

昨年はきびしい財政事情のうちにも、市民福祉の向上を願い、道

谿 整 備 を は じ め 武 道 館 ・ 通 中 の プ ー ル ・ 消 防署 ・交 通 安 全 教育 セ ン
ターの完成など文教・防災事業、漁民アパー卜・湯町市営住宅の建

設、市の機構を改正し、市民相談室、保健衛生課の設置、下水道の

運転開始等々さらに飛躍した年でありました．ともに取り組人だ地

議会をはじめ、関係機関・ご協力いただいた市民各位に厚くお礼申
し あ げ ま す．

来年は長門市が誕生して20年を迎えんとしており、今年は一つの

くぎり点. として仕上げの年でもあり、生きがいのある町つくり、若

さあ徊恥. 長門市の実現めざしヽ昨年発足しました長門地区広域行

政事務組合へ消防署の移管をはじめとする広域行政の推進、市民が

一 層 快 適 な 日 常 生 活 を 営 な め る生活 環 境 施 設 の 整 備 、産 業振 興の た

めの基盤整備に力を注ぐことは勿論、米の減反・沿岸漁業不振にと

もなう新しい村つくりとして公害のない企業の誘致、本市の産業生
産物の搬出道と観光客導入道として中国縦貫道に結ぶ国道３１６号

線の早期完成、老人福祉をはじめとする高度な社会福祉行政の推進

きれいな海と空、恵まれた自然環境の保存等々、いろいろな課題に
経済の高度成長から生活尊重の行政要求とこれらに対刻処できる地方

自治体どしての責務は重大であり試練の年として覚悟し、常に前進

主義をモットーとし、市議会をはじめ関係各位と手をたずさえて、

積 極的 に.取 り 組 む 決 意 で ご ざ い ま す．

このつえなき、市民各位のご理解とご協力をお願いしてやみませ

ん。市民の皆さんにとｰ. べ．辛多き19 7 3年でありますよう祈

念して新春のご挨拶とします。

市議会議長 山 田 光 雄
明 け まし て お めで と う ご ざい ま す 。

市民のみなさまにば、明るい希望と、期待
にみちた新春をお迎えのことと存じます。

昨年はわが国の政治、経済、社会のあらゆ

る 而に お い て 、 波 乱 と 激 動 の 年で あ り まし た

長門市は、この厳しい環境変化の中で、しかも制約さわた財政規

模にもかかわらず、かねての懸案でありました消防署の設置、市営

住 宅、 漁 民 アパ ート 、武 道館 、 プ ー ル の建 設 、 下 水 処 理場 の 運 転 開
始、湯本温泉の改築など、生活の安定と向上に直結した、多くの重

要施策が推進されましたことは、まことにご同慶に堪えません。

しかし、高度な発展を遂げてまいりましたわが国の経済成長は、

い まや 、 産 業 優先 か ら、 人 間 生 活 尊重 の 政 治 へ の 転 換 を要 請す る声

が強くなり、これに対応する地方自治体の役割も、極めて大きいも

の と な つ て まい り まし た。

私共は、今後更に、市執行部と緊密な連系をとりつつ、本市の恵

まわた自然と、社会環境を破壊することなく、長期展望にたった地

域開発を、勇敢に、着実に促進したいと思っております1

さらにまた、社会、経済の発展は、行政・域化への要請を高める

結唄となつてわりますが、行政区域自治体の広がりが、住民と政治

の距 擂 を 、大 きく 引 きは な すこ と の な い よ う 努力 し 、 豊 か な､ 住 み

よい郷土の発展に取り組んでまいりたいと思います。　　　’

今 年 も 、市 民の みな さ ま と と も に、 あ い たず さ えて 、 市 勢 の 飛 躍

的発展に精進を重ねてまいりたいと決意いたしておりますので、ど

うか、市議会に対するみなさまのご協力と、ご支援を賜わりますよ

う 、お 願 い い た し ます 。

l l し い 年 を 迎 え、 み なさ まの ご 健 康 と 、 ご多 幸 を 、､Cか らお 祈 り

いたしまして、新年のごあいさっといたします。

新春 郷土芸能と
音楽のつどい

と　 き　１ 月21 日 （ 日 ）13 時～16 時

と こ ろ　仙 崎 漁 協 ホ ール
出　演　（郷土芸能）須佐町上三原田植

ばやし・須佐町に残る民謡

阿武郡惣郷神楽舞・川尻鯨唄・

通 鯨 唄

（音楽）県警ブラスバンド演奏

入 場 料． 無料

消防出初式
５ 日仙崎で

昭和48年の新春をかざる、消防出ぞめ式

は、１月５日午前９時から仙崎魚協ホール

で の 式 典 を皮 切り に、 消防 車 な ど26 台 と ７

百余名の消防団員、婦人防火隊員、消防署

職員の観閲行進・一斉放水などの行事を仙

崎 漁 港 一帯 で繰 り 広 げ ま す。

市 職 員 募 集
職 種　 保 育 園 保 母

一人 員　 １ 名
資 格　市 内 に居 住し 、 昭 和23 年 ４月 ２ 日

か ら昭 和30 年 ４月 １日 まで に 生 れ

た 女 子 で 、保 ほ 免 許 を 有す る こ と

（ ３ 月末 まで に 、 取 得 可 能 な もの
も含 む ）

申 込　 １ 月31 日 ま でに 総 務 課 へ

く わし い こ とは 、 人 事 給 与 係 で お たず ね
くだ さい

成
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４
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２
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。
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校
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せまい日本　そんなに急いで　 どこへいく

12月定例市議会

一般会計予算総額は15億円台に
監査委員に重広二郎 氏（三選）

１２月定例市議会は、１２月１３日招集され１６日までの４日間、監査委員の
選任、昭和４６年度諸会計の決算認定、昭和４７年度一般会計補正予算など１５

議案を審議可決して閉会しました。

この議会で決つむものは、次のとおりです。

・監査委員の選任

任期満了に伴なう、本市監査委員儒重広二

郎氏の後任に、同氏を引続いて任命するこ

とに同意しました。・

46雁度諸会計決算の認定

監 査 委 員 の 経 済不況 ． イ ンフ レ 化 の 傾 向

などから、苦難に対応する健全財政を堅持

し、住民福祉の向上に最少の経費で最大の

効果を、交通船事業に抜本的な検討をなど

の審査意見が付記されてこれを認定。

・ 47年度予算補正

人事院勧告にともなう職員の給与攻定、

老人医療費、土地改良、漁港整備などに１
億 ２ 干 ３ ３ ３ 万１ 千 円 の 補 正 を 行 ない 、 こ

れで一般会計予算の総額は15億3千７６

２ 万 ７千 円 と な り まし だ 。

母子福祉資金の貸付
・修学資金

高 校　 月3, 000円　 特 別　月4, 000 円

大 学　月8, 000 円　 〃　 月11, 000 円

就学・就鵈の支度，住宅・事業開始など

の 資 金 貸 付制 度 もあ り ま す。

くわしい１は，福祉事務所内の母子相談

員にご相談ください。

救急車ご愛称を募集
長 門 ラ イ オン ズ クラ ブ では、 結 成10周 年

の記念事業として・救急車･を消防署に贈

呈 す る こ と に し て こ の愛 称 を募 集 し てお り

ま す 。

･応募方法は。官製はがきに○ ○ 号・○ ○

車など救急自動車にふさわしい愛称を一つ
だ け 黯い て 、住 所 ・ 氏 Ｘ ・ 拜 令 ・ 職 業 を そ

えて市内東深川、長門商工会議所内長門ラ

イ オ ン ズ ク ラブ 事 務局 あ て２ 月10 日 まで に

到 着 す るよ う投 か ん の こ と。

入 選 発 表は 、 ３ 月 上 旬、 採 用 分 １ 名 に 表

彰 状 と １万 円 、 佳 作 ５ 名 に 同 じ く ２ 千 円 を

贈呈（同一愛称多数のときは、抽せんで決

定 ）

長 門 市 人 事 異 動
・消防長事務取扱を解く　収入役吉田政冶
・消防長　見嶋達三（商工観光課長）

（以上１２月１日付）

商工観光課長心得　開作　悟（中央公民館

長心得）、中央公民館長　吉津忠雄（仙崎

支所長）、仙崎支所長心得　橋本平治（企

画課長補佐兼企画調査係長）、企画課長補

佐兼企画調査係長　内山準二（総務課秘書

係長）、総務課秘書係長兼務　　田豊秋（

総務課庶務係長）、総務課秘書係　林　洋

治（収入役室）、収入役室　秋枝喜久男（

税 務課 管 理 収 納 係 ）、 税 務課 管 理 収納 係

中 原 康 博 （ 新 採 用 ）
（ 以 上 は１ ２月 ５日 付 ）

で　 き　 ご　 と

病 院 火 災 の 訓 練

消防署と仙崎地区消防団、それに斉木病

院 が 共同 し て 、１ ２ 月 １ ３ 日 病 院 火災 の 訓

練 を 行 ない まし た 。

当 日 に1給 食調 理室 か ら出 火し 、 全 館 に 火

が 広 がっ た と の 想定 で、 患 者の 避 難 、消 火

活 動 に 実 戦 そ の もの の 訓 練 と 取 り 組 み まし
た 、

総　選　挙
投票率は80.  58 ％

さる１２月１０実施された、衆議院議員
総選挙において本市の投票率は、８０、５

８ ％ でこ わは 、 柳 井 市 、光 市に つ い て 第 ３

位 の 成 績 でし た 。

同 和問題を考 える （ ６ ）

い われな き差別 をなくす るために
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事
業
を
行
い
、

年
貢
を
き
び
し
く
取
り

立
て
ま
し
た
。
中
で
も

天
下
を
統
一
し
た
秀
吉

は
検
地
と
刀
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り
を
行

い
、
田
畑
を
は
か
り
な

お
し
農
民
か
ら
武
器
を

と
り
あ
げ
、
一
き
を
お
こ
さ
な
い

よ
う
に
武
士
と
農
民
を
分
け
ま
し

た
。
人
々
の
「
職
業
と
住
所
と
身

分
」
を
し
ば
り
づ
け
て
従
え
る
、

と
い
う
支
配
の
し
く
み
は
、
信
長

と
秀
吉
の
時
代
に
で
き
、
部
落
差

別
が
更
に
ひ
ど
く
な
る
の
は
徳
川

幕
府
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
す

（
以
下
次
号
）



たしかめて またたしかめて ハイ、横断

皆さんの善意
１８７万 余 円 に 歳末 たす けあい

歳末たすけ介い、赤い羽根共同募金は、皆さ人の暖たかい善意のおかげで、１２

月 ２ ０ 日 現 在 、１ ８ ７万 ５千 ２ ５１ 円 に 達 し 、 こ れは ご 家 庭 か ら の募 金 は もち ろ ん
街 頭 や 職 場 募 金 、そ の 他の 大 口 、 老 人福 祉 大 会 等 集 会 参 加 者 の募 金 な ど 幅 広 い もの

で 、 只 今 そ の 集 計 を 急い で お り ま す 。

いずれくわしくご報告申しあげますが、とりあえず、皆さんのご協力に心から感

謝しお礼申しあげます。

今年こそ交通事故
0をめざしましよう

昨 年12 月20 日 ま で に 、管 内 の 交 通 事 故 は

237f $ ・ 死 者 ９名 ・ 傷 者316 扣 こ及 び 。 こ れ

は１ 昨 年 を大 巾 に 超 える 交 通 戦 争の 年で し

た 。

こ の 原 因 の主 な もの は、 スピ ード の 出 し

過 ぎ、酒 酔 ・ 脇 見運 転 ・ 交 差 点 除 行・ 追 越

し 違 反 な ど に よ る もの で す。

今 年こ そ 、 こ れ ら の 事 故 を 絶 対 に 出 さ な

い よ う取 りく み、 交 通 事 故 Ｏ の 年 を め ざし

ご 協 力 を お願 い し ま す。

成人になつたら
国民年金に加入し ましよ う

わ が 国 では 、 日 本 国 民 で あ る 以ﾋ 、 な ん

ら か の 年金 制 度 に 加 入し な け れ ば な り ま せ

ん 。
会 社や 官 庁 な ど に 勤 めて い る 方 は 、J屮1ﾐ

年金や共済組合など職場での年金制度に加

入し てい ま す。

職 場で の 年 金 制 度 に 加 入 し て い な い 方 で

他 の 年 金 制 度1こ関 係 の な い 方 は 、 ２ ０歳 に

なったら国民年金制度に加入することにな

っ てい ま す。
国 民 年金 は 、 老 汲の 生 活 を守 る だけ で な

く 、 思 い びり ない 災 害 に も備 え るた めに づ

く ら わ た｢司の 制･すで す。

２ ０ 才に な ら ね こ`ら 、 た だ ら に 市 の国 民

年金 の 係か 各 支 所 で 手 続 きを し まし よ う。

ダイヤル119
火 事の多発する季節です

冬から眷咒にかけては、空気が異常に乾
燥し、あわせて膃の強い口が多くなり火事
の黽も発生しやすい気象状況が続きます。

この時明にいったん火事が発生しますと
大火になる危険が多分にありますので、ご
家庭からあひ はヽ職場から絶対に火事を出
さないよう、日々新だな気持で火の元の点
検を行ないましよう。

おでかけになる場合や、おやすみになる
前には必らず火の元の安全を確めましよう
～火を使う人ならできる人のしまっ～

公害防止の標語募集
か け が え の ない 郷土 の 、 美 し い 自然 ・ 水

と空 を 守 る に ふ さ わ しい 標語 を １ 月 １ ０ 日

まで 募 集中 。 く わし い 事 は 保 健衛 生 課 へ 。

水道管を保護しましよ
寒さがきびしくなると、水道賢が凍って

水がでないことがあり､t す。露出している
部分の管を、なわ、きわ等で巻いてビニー
ルで包むと、これを防1Lすることができま
す。

水がでないからといって、熱劭を直接管
にかけると事故のもとになります。布など
でくるんで間接的に湯をかりてとかすよう
にしましよう。

保 母 資 格 試 験
受 験 申 込　　 １ 月 ３１ 日 ま で

く わし い 事 は 、 福 祉 事務 所 で

赤 ちゃんの予防接種

一部を開業医宅で
市では、このほど医師会と相談し、赤ち

ゃんを対象とする予防接種のうら、ジフテ

リア、百日せき、破傷風の三種混合予防接

種に つ い て 、 本 年 か ら 開 業 医宅 で受 け られ

る方 法 を 採 用 す るこ とに し まし た

市 か ら 該 当 者に 、 は が きで 個 人 通知 を出

しますので、この通知書と母子手帳を持参

し て 、 か か りつ け また は 、近 く の医 師 宅 へ

行 き問 診 票 を記 入 し 診 断 を受 け、 接 種 し て

も らい ま す。
料 金は 無 料 ｅ すが 、 毎 月 末 の ５ 日 間（ 土

日曜 日 を除 く ） の 午 前 中 に 限 り ま す。

く わし い１ は 、保 健 衛 生 課 でお たず ね く

だ さ い 。

乳　児　相　談
１ 月12 日　13, 00 ～14, 00　 通　 公 民 館

24 日　　　〃　　　〃　　　俵 山 公 民 館

１ 才 未 満 児 を 対 象

ツ反・ＢＣＧ 接 種
○ ツ ベ ル ク リ ン

１ 月22 日　13 :  30 ～14 :  30 通　 公 民 館

（24 日 ）　 〃　　　　　〃　　　　　　〃

22 日　　 〃　　　　　〃　　 俵 山 公 民 館

（24 日 ）　 〃　　　　　〃　　　　　　〃

23 日　13 :  30 ～15 :  00 仙 崎 公 民 館

（25 日 ）　 〃　　　　　〃　　　　　　〃

29 日　　　〃　　　　　〃　　　中 央 公 民 館

（31 日 ）　 〃　　　　　〃　　　　　　〃

（　 ） は 、 ツ 反 判 定 ・Ｂ Ｃ Ｇ接 種 日

スポーツ
市民駅伝

２月 ２日 （金 ）　１ ３ 時 ス タ ー ト

深 川 小学 校～ 俵 山 湯 町

寥加申込は１月２９日までに体協あて

今 月 の 交 通 事 故 相 談　; 、 ト
ノ

10日 ・17 日 ・31 日　 市 役所 会議 室

衛生( 現業) 業 務開始
ご　 み　　 ４日 （ 木 ） か ら

し　 尿　　 ６ 日（ 土 ） か ら

消費メモ

包装食品 と着色食品
包 装 食品

最近のレジャーブームや共稼ぎ世帯の増

加 もあっ て 、 私 た ちは 市 販 の 弁 当 や お か ず
を利 用 す る こと が 多 く なっ て きま し た 。

と こ ろ で 、 こ れ ら の 食 品 は 、 と もす れ ば

食 中 毒 を起 こ す 因 と もな り や す い の で 、 容

器 、 包 装 に 入 れ られ た「 弁 当 」 や「 そ う菜
」 そ れに 「 生 菓 子」 に は、 「 食 品 衛 生 法 」

に よ っ て 「 製 造 年 月 日 」 を 表 示 し な け れば

な らな い こ とに なっ て い ま す 。

た だ し

１ 、漬 物類 （ 塩 漬 、 ぬ か 漬 、 もろ み 漬 等 ）

２ 、 つ く だ に 類（ で ん ぶ 、 の り の っ くだ に

等 ）

３ 、 納 豆

４、 塩 蔵 品 （ 塩 辛 、 う に 等 ）

５、 く ん製品 （ さ け の く ん製 ）

６、 海 産 物 乾 製品 （ 乾 の り等 ）

７、 な めみ そ （ 蜩 み そ、 し そ巻 等 ）

は 、保 存 性 が比 較 的 高 い た め 、製 造 年 月 日

等 の 表 示 は 必 要 とし な い こ と に なっ て い ま

す 。
そ れ か ら食 品 の 保存 で注 意 し な け れ ばな

ら ない こ と は 、冷 蔵 庫 を過 信し な い こ とで
す。 食 品 の冷 蔵 温 度 は 一 般 に １ ０ 度 以 下 と

い われ ま す が夏 に お け る家 庭 用 電 気 冷 蔵 庫
の 日中 庫 内 温度 は 、１ ５度 ～ ２ ０度 に 過 ぎ

ま せ ん 。
着 色食 品

色 や香 り を 付け た り、 保 存 性 を 高 め るた

め に化 学 薬 Ｓ が使 わ れて い ます が 、 こ れら

の 化学 薬 品 の 中 に は 、非 常 に 危 険 な もの も

あ るの で 、 食 品 衛 生法 に よっ て い ろ い ろ 使

用 上 の 制 限 がっ け ら れて い ま す。

し か し 、 い ず れ に し て も、 ど ぎつい 色 や

鮮 や か 過 ぎる 色 を つ け た 食品 は 、 決し て 益

に な る もの で は な く 、 むし ろ 害 の 方 が 多 い
よ う で す 。

業 者か ら言 わ せ る と「 色 の付 い た方 が好

ま れ る」 そ うで す が 、 自 然 の も の を利 用 し

た 食 品 を 私 た ちで 育 て あ げ たい もの で す 。
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